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1. 緒言 

今から 100年以上前に世界で初めて飛行に成功したライト

フライヤー号をはじめ発展当初の飛行機は複葉翼を採用して

いた. しかし,翼を固定するためにワイヤーや桁を用いてい

たため, 抵抗が増えて後に失速してしまう. 

本研究では, 複葉翼の後翼の配置を変え, 翼を複数枚組み

合わせることにより, 高い揚力係数を持ち剥離しにくい翼の

設計を行う. 翼の設計について二次元ポテンシャル解析を用

いて得た翼配置で風洞実験を行い, その結果から複数翼の特

性を検討しより良い翼設計を目指す. 

2. 実験装置および方法 

二次元ポテンシャル解析は二次元ポテンシャル流れで翼の

並び, 剥離点, 不安定点を解析し最適な翼配置を見つける. 

 
図 1 設計した複数翼(迎角 0°時)  

  ×不安定点 ○層流剥離点 

 図 1は前翼と後翼の翼弦はそれぞれ 300mm, 250mmに

し, 翼配置は前翼前縁を原点とし, 後翼前縁の位置を(x 33 

mm, y 50 mm)に置いた翼配置で複数翼をポテンシャル解

析した結果である.  

また, 複数翼の性能試験を図 2 のような環境で行う.  

 

図 2 実験装置 

使用する翼型は二枚とも NACA64A210 を用いる. 風洞内

で測定する項目は翼表面圧力と揚力である. 翼表面圧力は製

作した翼のリブ内に埋め込んだ圧力孔パイプを用いて測定す

る. 圧力孔パイプは 38箇所設置した. 揚力は翼を上下逆に設

置して軸の下にはかりを置いて測定する. 

3. 実験結果および考察 

 圧力測定, 揚力試験の結果から, 複数翼では巡航時の角度

の 0~3°付近では揚力係数 CL は単独翼とほぼ同等の値が得

られた. また単独翼の失速角である 9°付近では剥離せず, 

9°以降でも揚力を発生し続けている結果が得られた. これ

は翼間を狭くしたために流速が増加してその分前翼の揚力を

稼げたのではないかと考える. 

表 1 単独翼と複数翼の比較(迎角 0°) 

 

表 2 単独翼と複数翼の比較(迎角 12°) 
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